
















Consideration on Connection between Recovery Process 
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ラムがサービスされています（平成 22 年 11 月分）。
　＊文化月間サービス　＊書道教室　＊作業教室　＊音楽教室　＊体力づくり教室
　＊おやつづくり　＊スイートポテト　＊安喜節ボランティア活動　＊ギター演奏会
　＊大正琴演奏会　＊理美容　＊ハーモニカ演奏会　＊紅葉ドライブ　＊霜月のご馳走
　このストレングスモデルの最も注目すべき点は、利用者が主体となって問題や課題を解決し
ていくプロセスを「当事者の成長と変化を促進するプロセス」と考えていることにあります。
すなわち先ほどから上げているようなグループでのプログラム経験によって、ポジティブな自
己を創造していくようにケアやソーシャルワーカーらは援助・支援していくのです。ここでプ
ロセスを急いではなりません。ゆっくりゆっくりと寄り添いながら歩んでいくことが肝心なの
です。
■おわりに
　私は数年前病気に罹ってしまい、およそ３週間の手術・入院治療を余儀なくされました。そ
うした経験によって医療スタッフから感じ取られたことは、次のようなものでした。
　＊優仁性（Hospitality）　＊情緒性（Emotionality）　＊霊魂性（Spirituality）
　また患者同士の交流から得られたものとしては、
　＊友人的感覚 (Feeling of Friendship)　＊生きがい感の分かち合い（Sharing of Religion）
などの感覚がありました。加えて入院患者らは、ユーモラス（Humorous）でさえあったのです。
　私は被災されている高齢者の方々に、こうした知見をもってサポートに携わりたいと思って
いますが、これらに加えて生体学（Biology）、心理学（Psychology：災害心理学を含む）、そし
て社会学（Sociology：災害社会学を含む）などを基盤とした基礎的科学の知見が重要と考えて
います。すなわち福祉レクリエーションワーカーは、経験主義に偏ることなく科学的（Scientific）
な根拠に基づいたアプローチが肝心となって来ているように思われてならないのです。
　そして被災された高齢者の方々が、“自分らしく生きる”“自然体で余暇・レクリエーション
活動を楽しむ”“自分の良さを見つけて生きる”ことに貢献できれば、この上ない幸せと考え
ます。それは、私たち福祉レクリエーションワーカーが“生きるパワー”を頂くことに他なら
ないからです。
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